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映像表現論Ⅰ ２年次前期･２単位･週１コマ･選択必修 92名（２クラス） 97名（２クラス） 7名（1クラス）
同演習 ２年次通年･２単位･週１コマ･選択必修 93名（２クラス） 97名（２クラス） 75名（２クラス）
映像表現論Ⅱ ３年次前期･２単位･週１コマ･選択 67名（１クラス） 79名（１クラス） 75名（２クラス）
同演習 ３年次通年･２単位･週１コマ･選択 70名（１クラス） 63名（２クラス） 53名（２クラス）
（2002年度「映像表現論Ⅰ」の7名は旧カリの再履修者数。「同演習」の75名は新カリ「ビデオ制作演習Ⅱ」の履修者数）



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2000年度 2001年度 2002年度 計
ドキュメンタリー 1本（15分） 1本（9分） ― 2本（計24分・平均12分）
ドラマ 3本（計39分） 9本（計56分） 9本（計112分） 21本（計207分・平均9.8分）
アニメー ション 2本（計11分） 2本（計8分） 2本（計13分） 6本（計32分・平均5.3分）
コマーシャル 5本（計5分） ― ― 5本（計5分・平均1分）
ミュージッククリップなど 6本（計30分） 4本（計20分） ― 10本（計50分・平均5分）
計 17本（計100分） 16本（計93分） 11本（計125分） 44本（計318分・平均7.2分）
表６　映像表現論における成果作品集計（2000年～2002年度）
























































































B 1: 授業・演習中は、集中して熱心に取り組むことができた 2% 10% 32% 56%
B 2: この授業は、情報大学で受講した授業の中でも、最も印象深い授業
の一つであった




5% 8% 30% 58%
2% 5% 39% 54%

















































A 1: 授業中私語もせず居眠りもせず受講態度はよかった 12% 47% 42%
A 2: この授業に意欲的に取り組んだ 12% 47% 42%
A 4: 与えられた課題（レポ トー）には、積極的に取り組んだ
A 3: 授業内容について質問や発言をした、あるいはしたかった 2% 7% 26% 37% 28%
2% 5% 21% 33% 40%
A 5: この科目には、もともと興味があった 5% 33% 63%
A 6: よく準備された授業だった 2% 7% 44% 47%
A 7: 担当者の熱意が感じられた 28% 72%
A 8: 授業の難易度は適切だった 2% 21% 47% 30%
A 9: 講義を分かり易くする工夫が感じられた 2% 19% 42% 37%
A 10: 器材（OHP等）は効率的に使用された 5% 19% 26% 51%
A 11: 教科書（配布資料を含む）の内容は適当だった 14% 19% 35% 33%
A 12: 話し方は聞き取り易かった 7% 9% 40% 44%
A 13: 板書された内容は読み易かった 9% 30% 35% 26%
A 14: 学生の質問に明快に回答を与えてくれた 2% 10% 26% 62%
A 15: 私語の注意、授業態度の指導が適切に行われた 2% 19% 51% 28%
A 16: 時間どおりに授業が行われた 5% 5% 2% 21% 42% 26%
A 17: シラバスどおりに授業が行われた 7% 23% 40% 30%
A 18: 受講人数は適当であった 2% 5% 16% 51% 26%
A 19: 教室の規模は適切であった 5% 14% 37% 44%
A 20: この授業を受けた後、この科目に対する興味が増した 5% 40% 56%
A 21: この授業を受講した価値があった 2% 28% 70%
A 22: 後期の演習形態（自由創作演習）は適切だった 2% 5% 12% 33% 48%
A 23: 後期の班の編成方法（自由意志によるメンバー編成）は適切だった 5% 14% 33% 48%
A 24: 自分の班の作品の出来は満足のいくものだった 2% 5% 7% 23% 37% 26%
A 25: 全体の作品の水準は、大学の授業としては満足すべきものだと思う 5% 19% 57% 19%
A 26: この授業を通じて、自分の映像言語能力は向上した 2% 14% 55% 29%
設　　　　　問
表７　授業評価アンケート結果A（2001年度末）2002.1.16実施　履修者数63名　回答者数43名：回答率68％（空欄は0％）



































































B 6: 演習用機材の台数は不足であった 2% 5% 20% 32% 41%
B 7: 後期演習の班別の自由創作演習という演習形態は適切であった 17% 37% 46%
B 8: 演習中の教師の果たした役割は必要十分なものであった 2% 2% 12% 41% 41%
B 9: 自分の班が制作した作品の水準は、満足のいくものであった 5% 2% 17% 41% 34%
B 10: 全体としての作品の水準は、本学の学生作品として満足すべきものだ 5% 2% 5% 51% 37%
B 11: 社会一般の観点からしても、全体としての作品の水準は、大学生の
作品として十分に鑑賞に耐えるものだと思う
2% 12% 24% 61%
B 12: 友人・知人が制作・出演しているから面白いのであって、一般の人々
が見ても、評価してくれないと思う
2% 7% 34% 56%
B 13: 映像メディアについての専門的知識や技能を修得できた 13% 53% 35%
B 14: 表現活動をすることの楽しさを味わうことができた 3% 15% 48% 35%
B 15: チームワークの大切さや計画性の必要性を学ぶことができた 5% 13% 35% 30% 18%
B 16: 大学教育において、このような授業が実施されていることは、十分意
義のあることだと思う
3% 15% 30% 53%
B 17: これからも映像メディアに能動的（積極的）に接していきたい（観賞や
制作をしていきたい）と思う
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注
1）本学科は、1996年に経営情報学部情報文化学科として設置され、2001年度の学部改組にともない総合情報学部情
報文化学科となった。このとき、カリキュラムの一部を改訂し、「映像表現論・および同演習」は、新カリキ
ュラム「ビデオ制作演習～」に移行した。本稿は、2000年度までの入学者を対象としたカリキュラム（通称
旧カリ）における「映像表現論および同演習」のまとめとして報告するものである。
2）同スタジオは、ORAD社製のバーチャルスタジオシステムと、業務用スタジオカメラ（３台）、ビデオスイッチャ
ーなどにより構成されている。スタジオのブルーバックホリゾントに描かれた格子状の模様（グリッド）を、ス
タジオカメラがさまざまな角度で収録することによって得られる歪曲データをCG生成にフィードバックすること
によって、実景とCGとを、リアルタイムで合成・表示することができる（写真4参照）。
3）この「基礎演習（写真演習）プログラム」については、以下にその詳細が報告されている。伊藤敏朗，映像制作
教育における基礎的演習法としての写真教育の導入,教育メディア研究，第8巻第2号(2002.3) pp.79-90（日本教育メ
ディア学会）
4）Canopus社のVideo on demandシステムであるMEDIAEDGEサーバを使用し、MPEG2による蓄積・配信をおこな
っている。なお、このシステムは、館内LANに接続された専用端末機に配信するもので、学外からのアクセスは
できない。
5）鳥居元宏（大阪芸術大学映像学科長：当時）は、次のように述べている。「技術面のほかに学生に学んでほしいこ
とは、まず協調性。物を作る人間の多くは自意識のかたまりで、学生にも『自分ひとりで映画を作れる』と思っ
ている者がいます。しかし、私自身が四十年近く脚本など映像の現場に関わってきて骨身にしみたのが『一人で
は何もできない』ということ。映画が個人創作ではなく、総合芸術であることを理解させることが大切になりま
す。」（ライバル徹底研究映画・映像学科特集日本大学芸術学部・大阪芸術大学，産経新聞1999.7.10夕刊p.7）
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